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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
新
緑
眩
し
い

初
夏
と
な
り
ま
し
た
。
と
は
言
え
、
朝
晩

は
肌
寒
い
日
も
あ
り
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も

ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

   

昨
年
か
ら
「
尾
張
名
古
屋
・
歴
史
街
道

を
行
く
ー
社
寺
城
郭
・
幕
末
史
—
」
を
お

送
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
中
世
鎌
倉
街
道

を
東
か
ら
西
に
歩
い
て
い
ま
す
。
題
し
て

鎌
倉
街
道
を
歩
く
。
今
月
は
日
本
武
尊

（
や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と
）
と
関
係
の

深
い
萱
津
宿
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

★
萱
津
宿

   

熱
田
宿
か
ら
北
上
し
、
や
が
て
西
に
折

れ
て
庄
内
川
を
渡
り
萱
津
宿
に
向
か
い
ま

す
。

   

尾
張
国
三
大
渡
し
は
、
木
曽
川
、
矢
作

川
、
庄
内
川
で
す
。
岩
塚
宿
か
ら
「
万
場

の
渡
し
」
で
庄
内
川
を
渡
り
、
江
戸
時
代

に
開
削
さ
れ
た
新
川
、
そ
し
て
五
条
川
を

越
え
て
し
ば
ら
く
行
く
と
萱
津
宿
で
す
。

   

尾
張
名
所
図
会
に
は
五
条
川
と
新
川
が

合
流
す
る
図
が
あ
り
、
五
条
川
の
上
流
に

萱
津
神
社
の
鳥
居
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

萱
津
宿
の
東
に
は
東
宿
が
あ
り
ま
し
た
。

   

五
条
川
西
岸
に
沿
っ
て
南
か
ら
下
萱
津
、

中
萱
津
、
上
萱
津
と
連
な
り
、
清
洲
の
西

今
宿
を
通
り
、
下
津
に
至
り
ま
す
。

   

古
代
の
旅
に
お
い
て
、
国
が
設
け
た
駅

に
宿
泊
で
き
る
の
は
公
人
だ
け
で
あ
り
、

庶
民
は
野
宿
で
す
。
中
世
に
な
る
と
、
宿

の
で
き
る
前
段
階
と
し
て
富
や
身
分
の
あ

る
旅
人
は
地
元
の
長
者
屋
敷
に
泊
ま
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
萱
津
に
も
、
下
萱
津
の

真
那
長
者
、
中
萱
津
の
鴻
之
巣
長
者
、
上

萱
津
の
高
見
長
者
や
上
野
長
者
が
あ
り
ま

し
た
。

   

萱
津
が
古
く
か
ら
街
道
の
拠
点
と
な
っ

た
理
由
は
二
つ
考
え
ら
れ
ま
す
。

   

ひ
と
つ
は
伊
勢
街
道
と
美
濃
街
道
の
分

岐
点
だ
っ
た
こ
と
で
す
。
平
安
京
に
な
っ

て
都
が
北
に
動
き
、
次
第
に
東
山
道
を
使

う
経
路
が
普
及
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
萱

津
は
、
尾
張
か
ら
美
濃
に
入
り
、
不
破
の

関
を
通
っ
て
都
に
向
か
う
美
濃
街
道
と
、

宮
宿
か
ら
桑
名
、
伊
勢
、
鈴
鹿
の
関
を
進

む
伊
勢
街
道
の
分
岐
点
に
な
っ
た
の
で
す
。

   

も
う
ひ
と
つ
は
、
川
の
渡
し
近
く
に
立

地
し
た
こ
と
で
す
。
他
の
街
道
で
も
、
川

の
渡
し
や
峠
の
前
後
に
重
要
な
宿
場
が
発

展
し
ま
し
た
。

   

伊
勢
湾
の
海
岸
線
は
徐
々
に
南
下
し
て

い
ま
し
た
。
平
安
時
代
に
は
中
萱
津
付
近

で
あ
っ
た
た
め
、
萱
津
神
社
の
漬
物
神
事

に
因
む
塩
に
恵
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

   

鎌
倉
時
代
、
室
町
時
代
に
な
る
と
、
海

岸
線
は
さ
ら
に
南
下
し
て
下
萱
津
付
近
に

至
り
ま
す
。

★
阿
波
手
の
杜
と
萱
津
神
社

   

日
本
武
尊
（
や
ま
と
た
け
る
の
み
こ

と
）
が
伊
吹
山
に
遠
征
し
た
際
に
深
手
を

負
っ
て
病
に
倒
れ
、
帰
路
に
草
津
（
萱
津
）

の
木
の
下
で
休
息
し
、
妻
の
宮
簀
姫
を
待

ち
ま
し
た
。
し
か
し
、
宮
簀
媛
が
駆
け
つ

け
た
時
に
は
、
日
本
武
尊
は
既
に
伊
勢
に

向
か
っ
て
出
発
し
た
後
で
し
た
。
ふ
た
り

が
逢
う
こ
と
は
叶
わ
ず
、
そ
の
地
は
「
阿

波
手
の
杜
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

   

「
不
遇
（
あ
わ
で
）
の
森
」
「
あ
わ
で

の
森
」
「
あ
わ
で
の
浦
」
と
も
言
い
、
こ

の
逸
話
は
歌
人
や
旅
人
の
心
を
打
ち
、
阿

波
手
の
杜
は
歌
枕
に
な
り
ま
し
た
。

   

萱
津
神
社
は
全
国
で
唯
一
漬
物
の
神
様

を
祀
っ
て
い
ま
す
。
御
祭
神
は
鹿
屋
野
比

売
（
か
や
ぬ
ひ
め
）
で
、
漬
物
発
祥
の
地
、

漬
物
祖
神
、
良
縁
の
神
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

   

濃
尾
平
野
で
は
木
曽
川
の
氾
濫
で
運
ば

れ
る
土
砂
が
肥
沃
な
土
地
を
形
成
し
ま
し

た
。
萱
津
周
辺
も
尾
張
大
根
の
産
地
と
し

て
知
ら
れ
、
瓜
、
蕪
（
か
ぶ
）
、
葱
（
ね

ぎ
）
、
茄
子
（
な
す
）
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

野
菜
が
生
産
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
萱
津
神
社

に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

   

海
岸
線
が
近
く
、
塩
に
も
恵
ま
れ
て
い

た
た
め
、
奉
納
さ
れ
た
た
く
さ
ん
の
野
菜

を
捨
て
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
と
考
え
、

保
存
の
た
め
に
野
菜
と
塩
を
一
緒
に
壺
の

中
に
入
れ
て
お
い
た
と
こ
ろ
、
自
然
発
酵

し
て
美
味
し
い
漬
物
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

   
日
本
武
尊
が
東
征
の
帰
り
に
萱
津
に
立

ち
寄
り
、
里
人
が
献
上
し
た
塩
で
漬
け
た

野
菜
を
食
べ
て
喜
び
、
「
藪
二
神
物
」
（
や

ぶ
に
こ
う
の
も
の
）
と
称
え
た
こ
と
か
ら
、

そ
れ
が
漬
物
を
あ
ら
わ
す
「
香
の
物
」
に

転
じ
ま
し
た
。

   

熱
田
神
宮
の
新
嘗
祭
な
ど
で
香
の
物
を

奉
納
す
る
儀
式
は
室
町
時
代
以
前
か
ら
続

い
て
い
ま
す
。

★
藤
吉
郎
縁
（
ゆ
か
り
）
の
萱
津
道
場

   

萱
津
宿
は
歴
史
が
古
く
、
界
隈
に
は
古

刹
、
古
社
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

   

下
萱
津
三
社
宮
神
社
は
、
熱
田
社
、
津

島
社
、
真
清
田
社
を
合
祀
し
た
も
の
で
、

昔
の
草
津
川
（
庄
内
川
）
堤
防
上
に
一
六

八
六
年
に
創
建
さ
れ
ま
し
た
。

   

宝
泉
寺
は
弘
仁
年
間
（
八
一
〇
～
八
二
三

年
）
創
建
。
別
名
「
獏
（
ば
く
）
の
寺
」
で

す
。
正
月
に
寺
が
振
る
舞
う
宝
船
を
正
月

二
日
に
枕
の
下
に
敷
い
て
寝
る
と
良
い
夢

を
見
る
こ
と
が
で
き
、
悪
い
夢
は
獏
が
食

べ
て
く
れ
る
と
し
て
信
仰
を
集
め
て
い
ま

す
。

   

実
成
寺
は
一
三
一
九
年
創
建
。
本
堂
は

織
田
敏
秀
（
信
長
曾
祖
父
）
が
改
修
し
、

山
門
は
福
島
正
則
寄
進
と
伝
わ
り
ま
す
。

本
堂
西
に
中
世
の
宿
で
も
あ
っ
た
真
那
長

者
屋
敷
が
あ
り
ま
し
た
。

   

光
明
寺
は
一
二
八
二
年
創
建
。
往
時
は

七
十
二
の
僧
寮
が
立
ち
並
ぶ
萱
津
道
場
と

し
て
栄
え
ま
し
た
。
豊
臣
秀
吉
幼
少
時
代

の
藤
吉
郎
が
八
歳
か
ら
十
歳
ま
で
預
け
ら

れ
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

   

上
萱
津
妙
勝
寺
は
一
二
六
二
年
、
日
蓮

の
弟
子
日
妙
が
創
建
し
、
か
つ
て
は
末
寺

三
十
余
坊
を
有
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

   

金
山
神
社
は
約
六
百
年
前
、
斯
波
氏
が

清
洲
に
城
を
築
い
た
頃
、
武
器
を
作
る
鍛

冶
師
ら
を
住
ま
わ
せ
た
際
に
神
社
を
勧
請

し
た
そ
う
で
す
。
社
名
は
鍛
冶
に
由
来
し

て
い
ま
す
。

★
折
戸
宿
と
黒
田
宿

   

下
萱
津
・
中
萱
津
・
上
萱
津
を
貫
く
鎌

倉
街
道
を
北
上
す
る
と
、
清
洲
を
通
り
、

折
戸
（
下
津
）
、
黒
田
を
経
て
、
木
曽
川

を
渡
っ
て
美
濃
、
近
江
に
至
り
ま
す
。
来

月
は
折
戸
宿
と
黒
田
宿
に
つ
い
て
お
伝
え

し
ま
す
。
乞
ご
期
待
。




